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かくだ市議会だより
第224号　　令和５年11月１日

表紙写真・イラスト等募集しています表紙写真・イラスト等募集しています
　詳細は角田市ウェブサイト内「かくだ市議会
だより表紙写真・イラスト募集」をご覧ください。

　今年も賑わった西根田んぼアート。
　絵柄の刈り取り後も楽しめます。

《撮影》大沼　義治　さん
撮影日：令和５年10月６日　　場　所：角田市高倉

【今号の表紙】『西根田んぼアート』



【所管】市民福祉部、都市整備課、
建築住宅課、上下水道事業所及び
教育委員会

【所管】総務部、農林振興課、商
工観光課、会計課、議会、選挙管
理委員会、監査委員、農業委員会
及び固定審査評価審査委員会

●菅
かん

野
の

　マホ
①かくだ未来倶楽部
②角田字寺前139-3

●小
こみなと

湊　　毅
たけし

①会派一心
②笠島字竹野内6-1

○齋
さい

藤
とう

　　強
つよし

①無会派
②角田字裏町6-9

○星
ほし

　　隆
りゅうえつ

悦
①無会派
②角田字大町39-8

　菊
きく

地
ち

　利
とし

衛
え

①会派一心
②花島字三森138

　齋
さい

藤
とう

　克
かつ

敏
とし

①無会派
②角田字旭町32-1

　武
む

藤
とう

　広
こう

一
いち

①かくだ未来倶楽部
②毛萱字平吾1

　瀧
たき

口
ぐち

　聖
まさ

人
ひと

①かくだ未来倶楽部
②高倉字寺前4-1

　堀
ほっ

田
た

　孝
こう

一
いち

①無会派
②君萱字仏供田13

　戸
と

村
むら

眞
ま

喜
き

夫
お

①会派一心
②島田字郷主内86

　八
や

島
しま

　定
さだ

雄
お

①日本共産党角田市議団
②横倉字平41-2

　馬
ば

場
ば

　道
みち

晴
はる

①無会派
②花島字里前139

　渡
わた

邊
なべ

　　誠
まこと

①会派一心
②鳩原字瀬ノ木橋41

　湯
ゆの

村
むら

　　勇
いさみ

①かくだ未来倶楽部
②横倉字古長岡11

　柄
つか

目
のめ

　孝
こう

治
じ

①無会派
②角田字牛舘12

　日
くさ

下
か

　七
しち

郎
ろう

①日本共産党角田市議団
②島田字桜井2-1

第423回臨時会 新たな角田市議会スタート

副議長
堀田　孝一

議長
馬場　道晴

人事案件
▶識見を有する者のうちから選任する監査委員の選任について
　<新任>　佐

さ

　藤
とう

　良
よし

　浩
ひろ

　　任期：令和５年10月４日～（４年間）
▶議員のうちから選任する監査委員の選任について
　<新任>　星　　　隆　悦　　任期：令和５年10月２日～令和９年９月30日

選　　挙
▶仙南地域広域行政事務組合議会議員

武　藤　広　一

▶みやぎ県南中核病院企業団議会議員
菅　野　マ　ホ
戸　村　眞喜夫

▶宮城県後期高齢者医療広域連合議会議員
日　下　七　郎

▶選挙管理委員及び同補充員
選挙管理委員 選挙管理委員補充員

<再任> 齋
さ い

　藤
と う

　み　つ <新任> 宍
し し

　戸
ど

　広
こ う

　司
じ

（第１順位）
<再任> 手

て

　塚
づ か

　　　収
おさむ

<新任> 𫝆
こ ん

　野
の

　　　正
ただし

（第２順位）
<新任> 手

て

　塚
づ か

　文
ふ み

　雄
お

<新任> 堀
ほ り

　米
ご め

　正
ま さ

　利
と し

（第３順位）
<新任> 齋

さ い

　藤
と う

　辰
た つ

　男
お

<再任> 水
み ず

　野
の

　久
ひ さ

　男
お

（第４順位）
任期：令和５年10月６日～（４年間）

審議結果一覧
●賛成と反対がわかれたもの

提
　
出
　
者

議案
番号 件　　　　　名 審議結果

（賛成：反対）

かくだ未来倶楽部 会派一心 日本共産党
角田市議団

無会派
（会派に所属しない議員）

武
藤
　
広
一

菅
野
　
マ
ホ

瀧
口
　
聖
人

湯
村
　
　
勇

菊
地
　
利
衛

小
湊
　
　
毅

戸
村
眞
喜
夫

渡
邊
　
　
誠

日
下
　
七
郎

八
島
　
定
雄

星
　
　
隆
悦

齋
藤
　
克
敏

齋
藤
　
　
強

柄
目
　
孝
治

堀
田
　
孝
一

市
　
　
長

議案
第70号

識見を有する者のうちから選任する監査委員の選任につ
いて

同意
（13：２）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第71号 議員のうちから選任する監査委員の選任について 同意

（11：３）〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 除 〇 〇 〇 〇

「〇」は賛成、「×」は反対、「除」は除斥（一身上に関する審議）による退席を表します。
議長（馬場道晴）は採決に加わりません。

　改選後の初議会となる第423回臨時会が10月２日に１日の会期で開会されました。この臨時会では、議長・副
議長の選挙をはじめ、常任委員及び議会運営委員の選任など議会の構成を決定したほか、選挙管理委員及び同補
充員の選挙などが行われました。また、市長から提出された補正予算を承認、監査委員の選任について同意しました。

　このたびの臨時会において、議長並びに副議長に就任いたしました。重責を担うことになり身の引き締ま
る思いでございます。９月に施行された市議会議員選挙において、投票率が過去最低となる54.41%であっ
たことは、市民の皆さまの市議会への関心の低さであると重く受け止め、これからの議会運営に力を尽くす
所存でございます。
　現在、本市は人口減少、防災・減災、公共交通など角田市第６次長期総合計画の施策に取り組むほか、異
常気象に伴う自然災害や持続可能な行財政運営など数多くの課題に直面しており、市民の皆さまの安全安心
を見出すことは重要であります。このような状況に対して、市議会は、市民目線で見える議会、議員間討議
を活発にして政策の立案・提言をしていく議会の実現を目指してまいります。また、市民の皆さまの負託に
応えるため、全議員が一丸となり取り組んでまいります。
　今後とも、格別のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、就任のごあいさつといたします。

正副議長
就任のごあいさつ

●全員が賛成したもの 議案第69号　専決処分の報告並びにその承認を求めることについて（令和５年度角田市一般会計補正予算（第６号））

新たな議会の構成をお知らせします
凡例：●委員長　〇副委員長　★会長　☆副会長

常任委員会は、議会の内部機関で、市の業務を大きく２つの分野に分け、
専門的な調査や議案の審査を行います。

常任委員会 （各８人）
議会の運営や会議規則・委員会条例
などについて、調査や審査を行います。

議会運営委員会 （６人）

●八島　定雄　○戸村眞喜夫
　齋藤　　強　　瀧口　聖人
　菅野　マホ　　小湊　　毅

かくだ市議会だよりの編集・発行や
議会の広報などについて協議します。

議会だより編集会議 （６人）

★戸村眞喜夫　☆八島　定雄
　齋藤　　強　　瀧口　聖人
　菅野　マホ　　小湊　　毅

会派とは、市政への考えや意見が同
じ議員の集まりで、現在３つの会派
があります。

所属会派

かくだ未来倶楽部（４人）
★武藤　広一　☆菅野　マホ
　瀧口　聖人　　湯村　　勇

会派一心（４人）
★菊地　利衛　☆小湊　　毅
　戸村眞喜夫　　渡邊　　誠

日本共産党角田市議団（２人）
★日下　七郎　　八島　定雄

無会派（会派に所属しない議員）
　星　　隆悦
　齋藤　克敏
　齋藤　　強
　柄目　孝治
　堀田　孝一
　馬場　道晴

教育厚生建設常任委員会 総務産業常任委員会

①所属会派
②住所

23 かくだ市議会だよりかくだ市議会だより 224号 224号



質疑・討論・議案審議結果

角
田
消
防
署
の
移
転
候
補
地
に
高
畑
南

地
内
が
選
定
さ
れ
た
理
由
を
問
う
。

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
よ
り
、

①
市
街
地
に
位
置
す
る
こ
と
、
②
隣
接

市
町
と
の
交
通
の
便
が
良
い
幹
線
道
路
に
面

し
て
い
る
こ
と
、
③
燃
料
補
給
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
こ
と
、
④
車
両
出
入
口
が
12
メ
ー

ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
、
⑤
敷
地
面
積
が
３
，

８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
で
き
る
こ

と
、
⑥
浸
水

被
害
が
極
力

少
な
い
場
所

で
あ
る
こ
と

と
の
条
件
が

示
さ
れ
、
同

組
合
と
協
議

を
重
ね
て
選

定
し
た
。

工
事
の
詳
細
内
容
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

場
所
は
田
町
地
内
の
寄
附
受
納
地
で
、

住
宅
建
物
と
農
業
用
小
屋
な
ど
５
棟
の

解
体
撤
去
を
行
い
、
田
町
地
区
と
大
町
地
区

を
連
絡
す
る
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

　

令
和
５
年
度
に
建
物
な
ど
の
解
体
撤
去
、

令
和
６
年
度
に
整
備
予
定
箇
所
の
北
側
に
あ

る
市
道
扇
町
大
町
１
号
線
と
の
交
差
点
の
取

付
部
の
用
地
測
量
及
び
用
地
買
収
補
償
を
行

う
。
令
和
７
年
度
に
道
路
整
備
工
事
に
着
手

し
、
令
和
８
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る

が
、
調
整
を
図
り
な
が
ら
早
期
に
完
成
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問

問《
再
任
》
大　
内　
啓　
邦

任
期　
令
和
５
年
10
月
１
日
～（
４
年
間
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

議案
第57号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

８月定例会
第422回

　第422回定例会は８月１日
から８月28日までの28日間
の会期で開かれました。
　市長から提案のあった教育
委員会委員の任命、条例の改
正、補正予算、令和４年度各
種会計決算などの議案16件
を審議し、原案のとおり同意・
可決・認定しました。
　また、一般質問では、11
人の議員が市政全般にわたり
論戦を繰り広げました。

反　
対

賛　
成

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
け
れ
ば

様
々
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

状
況
を
作
り
だ
し
、
国
は
実
質
的
に
カ
ー

ド
取
得
を
強
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ー

ド
に
紐
づ
け
さ
れ
た
健
康
保
険
証
の
使
用

は
、
個
人
の
所
得
・
資
産
・
医
療
・
教
育

等
の
膨
大
な
情
報
が
政
府
に
集
中
し
、
国

に
よ
る
個
人
の
管
理
が
進
み
か
ね
な
い
。

市
民
は
情
報
漏
え
い
の
不
安
を
払
拭
で
き

て
い
な
い
。
加
え
て
、
国
に
お
い
て
は
社

会
保
障
費
の
さ
ら
な
る
削
減
が
大
き
な
目

的
で
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

　

災
害
復
旧
事
業
、
学
校
統
廃
合
事
業
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
経

済
軽
減
対
策
、
物
価
高
騰
対
策
等
、
状
況

を
見
据
え
て
的
確
な
事
業
・
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
ま
た
、
将
来
の
財
政
需
要
に
備

え
た
財
政
健
全
化
に
も
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
お
り
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
や

市
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
事
業
を
実

施
し
、
多
く
の
成
果
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
最
小
の
費
用

で
最
大
の
効
果
に
取
り
組
ん
で
き
た
当
局

に
感
謝
し
、
賛
成
す
る
。

審議結果一覧
●賛成と反対がわかれたもの� ○…賛成　×…反対　－…退席又は欠席　　議長（渡邊　誠）は採決に加わりません。

提
　
出
　
者

議案
番号 件　　　　　名 審議結果

（賛成：反対）

会派一心 市民クラブ 日本共産党
角田市議団 志政クラブ 無会派

菊
地
　
利
衛

小
湊
　
　
毅

星
　
　
隆
悦

戸
村
眞
喜
夫

星
　
　
守
夫

小
島
　
　
正

湯
村
　
　
勇

日
下
　
七
郎

八
島
　
定
雄

堀
田
　
孝
一

武
藤
　
広
一

菅
野
　
マ
ホ

馬
場
　
道
晴

柄
目
　
孝
治 

相
澤
　
邦
戸

市
長

議案
第63号

令和４年度角田市一般会計及び各種特別会計歳入歳出決
算の認定について

認定
（13：２）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

●全員が賛成したもの
提
出
者

議案
番号 件　　　　　名

市
　
長

議案
第53号 教育委員会委員の任命について

議案
第54号 角田市都市計画税条例の一部改正について

議案
第55号

角田市放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の
一部改正について

議案
第56号 市営住宅条例の一部改正について

議案
第57号 令和５年度角田市一般会計補正予算（第４号）

議案
第58号

令和５年度角田市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

議案
第59号

令和５年度角田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）

議案
第60号 令和５年度角田市介護保険特別会計補正予算（第２号）

提
出
者

議案
番号 件　　　　　名

市
　
長

議案
第61号 令和５年度角田市水道事業会計補正予算（第２号）

議案
第62号 令和５年度角田市下水道事業会計補正予算（第２号）

議案
第64号 令和４年度角田市水道事業会計決算の認定について

議案
第65号 令和４年度角田市下水道事業会計決算の認定について

議案
第66号 債権の放棄について

議案
第67号 令和５年度角田市一般会計補正予算（第５号）

議案
第68号 令和５年度角田市介護保険特別会計補正予算（第３号）

答

答

今年は議員改選のため、
８月に定例会が開催され
ました。

道
路
新
設
改
良
費

（
田
町
地
内
建
物
等
解
体
撤
去
工
事
費
）

11,479千円

消
防
施
設
費

（
測
量
調
査
業
務
委
託
料
）

25,839千円

令
和
４
年
度
決
算

決算審査特別委員会

会計区分
決　　算　　額

歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 180億9,487万円 172億8,681万円

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 33億9,268万円 33億8,307万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億8,840万円 3億8,088万円

介 護 保 険 31億6,822万円 30億5,355万円

産業用地造成事業 5,193万円 2,294万円

東 根 財 産 区 30万円 30万円

計 70億　153万円 68億4,074万円

企　
業　
会　
計

水 道
事 業

収益的収入支出 9億8,887万円 9億9,233万円

資本的収入支出 8,114万円 2億5,781万円

下水道
事 業

収益的収入支出 9億8,406万円 9億6,832万円

資本的収入支出 8億9,330万円 10億5,901万円

計 29億4,737万円 32億7,747万円

合計 280億4,377万円 274億　502万円

令和４年度各種会計歳入歳出決算一覧表

本 
会 

議 

で 

の 

討 

論

⑫そ　の　他� 1億5,152万円
⑪地方譲与税� 1億7,423万円
⑩地方消費税交付金� 7億2,257万円
⑨県 支 出 金� 9億　509万円
⑧市　　　債� 13億2,736万円
⑦国庫支出金� 27億8,932万円
⑥地方交付税� 46億5,409万円
⑤使 用 料 等� 6億4,379万円
④繰　入　金� 2億1,933万円
③諸　収　入� 3億9,785万円
②寄　附　金� 25億8,198万円
①市　　　税� 35億2,774万円

⑪そ　の　他� 1億6,685万円
⑩消　防　費� 4億1,686万円
⑨商　工　費� 4億4,686万円
⑧災害復旧費� 5億　921万円
⑦農 林 業 費� 7億　466万円
⑥公　債　費� 13億3,128万円
⑤衛　生　費� 15億8,932万円
④教　育　費� 16億6,723万円
③土　木　費� 18億8,119万円
②総　務　費� 38億9,556万円
①民　生　費� 46億7,779万円

【歳入】180億9,487万円 【歳出】172億8,681万円
グラフで見る一般会計の内訳

認
定

　
８
月
定
例
会
で
は
、
議
会

選
出
監
査
委
員
を
除
く
議
員

15
人
で
構
成
す
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
（
馬
場
道
晴
委

員
長
、
星
守
夫
副
委
員
長
）

を
設
置
し
、
令
和
４
年
度
の

市
の
事
業
に
使
わ
れ
た
費
用

や
成
果
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
は

賛
成
多
数
で
、
事
業
会
計
は

全
会
一
致
で
い
ず
れ
も
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

▲現地調査（枝野橋災害復旧工事）

八
島
　
定
雄

堀
田
　
孝
一

●⑫

自
主
財
源

依
存
財
源

107億2,418万円
（59.3％）

73億7,069万円
（40.7％）

歳入 歳出

●①

●②

●③●④
●⑤

●⑥

●⑦

●⑧
●⑨

●⑪

●①

●②

●③

●④

●⑤

●⑥
●⑦
●⑧

●⑨ ●⑩●⑪

0
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160億

180億
●⑩

▲角田消防署
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質
問
議
員

（
質
問
順
）

質　
問　
項　
目

頁

星　
　
隆
悦

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

6

八
島　
定
雄
「
産
み
育
て
た
く
な
る
地
域
を
い
か
に
つ
く
る
か
」

に
つ
い
て

学
校
図
書
館
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

7

戸
村
眞
喜
夫

道
の
駅
か
く
だ
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

7

日
下　
七
郎

仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
用
水
の
供
給
に
関
す
る
覚

書
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
消
防
施
設
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
市
道
の
管
理
に
つ
い
て

8

菅
野　
マ
ホ
「
阿
武
隈
急
行
線
の
今
」
に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
」
に
つ
い
て

8

小
湊　
　
毅

角
田
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

9

菊
地　
利
衛

角
田
駅
周
辺
を
賑
わ
い
の
拠
点
に

9

馬
場　
道
晴

子
ど
も
の
全
天
候
型
「
遊
び
場
」
に
つ
い
て

10

湯
村　
　
勇
「
道
の
駅
か
く
だ
」
の
見
直
し
に
つ
い
て

10

柄
目　
孝
治

豪
雨
災
害
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

11

相
澤　
邦
戸

「
角
田
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
後
の
市

の
施
策
に
つ
い
て

小
田
川
に
か
か
る
住
社
橋
、
沼
南
橋
に
つ
い
て
、

ま
た
そ
の
周
辺
の
道
路
、
堤
防
整
備
に
つ
い
て

11

　一般質問とは、角田市のさまざまな課題などについて、市長や教育長などに対し、事務の執行や将来の考
えを質すことです。質問は一問一答で、議員１人につき30分以内（答弁時間は含めない）で行われます。
　質問した議員ごとに要約してお知らせします。（その他の質問の要約は掲載されておりませんので、録画
中継の配信をご視聴ください。）

一 般 質 問11人の議員が市政を問う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て星

　
　
　
隆
　
悦

議
員
▼
国
の
施
策
で
導
入
し

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
、

現
場
で
は
大
混
乱
し
て
い
る

と
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、
角
田
市
の
申
請
率

お
よ
び
交
付
率
を
問
う
。

市
長
▼
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
（
Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ

Ｓ
）
で
捉
え
て
い
る
令
和
５

年
７
月
末
現
在
の
本
市
の
申

請
率
は
76
・
１
％
、
交
付
率

は
72
・
５
％
で
あ
る
。

議
員
▼
申
請
率
を
増
や
す
た

め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
施

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
▼
引
き
続
き
、
現
在
の

取
り
扱
い
を
進
め
て
い
き
、

周
知
徹
底
を
す
る
。

議
員
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

市
長
▼
本
人
確
認
の
身
分
証

明
書
、
ま
た
、
各
種
の
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

等
に
利
用
で
き
る
。
本
市
で

は
令
和
５
年
１
月
か
ら
コ
ン

ビ
ニ
等
で
、
各
種
証
明
書
の

取
得
が
可
能
と
な
り
、
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

議
員
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
更
新
手
続
き
を
問
う
。

市
長
▼
有
効
期
限
は
発
行
日

か
ら
10
回
目
（
未
成
年
は
５

回
目
）
の
誕
生
日
ま
で
、
電

子
証
明
書
は
年
齢
問
わ
ず
発

行
日
か
ら
５
回
目
の
誕
生
日

ま
で
と
な
る
が
、
有
効
期
限

の
２
、
３
カ
月
前
に
Ｊ
‐
Ｌ

Ｉ
Ｓ
か
ら
有
効
期
限
通
知
書

が
届
く
。
そ
の
通
知
書
に
Ｉ

Ｄ
（
個
人
識
別
番
号
）
の
記

載
が
あ
る
場
合
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
利
用
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
更
新
手
続

き
が
で
き
る
が
、
Ｉ
Ｄ
の
記

載
が
な
け
れ
ば
市
役
所
窓
口

で
更
新
手
続
き
を
行
う
。

議
員
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
健
康
保
険
証
利
用
の
メ

リ
ッ
ト
を
問
う
。

市
長
▼
受
付
が
顔
認
証
で
自

動
化
さ
れ
簡
略
で
き
る
こ
と
、

正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
診

療
・
薬
の
処
方
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
、
窓
口
で
の
自
己
負

担
限
度
額
以
上
の
医
療
費
の

一
時
支
払
い
が
不
要
に
な
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

議
員
▼
現
健
康
保
険
証
は
顔

写
真
が
な
く
、
な
り
す
ま
し

（
同
年
代
で
同
性
）
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
と
の
情
報
も

あ
る
が
、
国
保
連
合
会
か
ら

通
知
や
情
報
が
あ
る
か
を
問

う
。

市
民
課
長
▼
現
在
の
と
こ
ろ
、

な
り
す
ま
し
に
関
す
る
通
知

な
ど
は
な
い
。

議
員
▼
混
乱
回
避
の
た
め
、

国
に
対
し
意
見
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
問

う
。

市
長
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

を
不
安
視
す
る
方
が
い
る
こ

と
は
把
握
し
て
い
る
。
事
案

が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
よ

う
な
対
応
が
必
要
と
な
る
た

め
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

く
。

「
産
み
育
て
た
く
な
る
地
域
を

い
か
に
つ
く
る
か
」
に
つ
い
て

八
　
島
　
定
　
雄

議
員
▼
自
治
体
で
独
自
に
病

院
を
建
て
る
の
は
大
変
だ
が
、

助
産
所
で
あ
れ
ば
病
院
よ
り

ロ
ー
コ
ス
ト
で
出
来
る
。
女

性
が
角
田
の
地
域
で
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

助
産
所
は
未
来
へ
の
投
資
と

し
て
大
き
な
価
値
が
あ
る
と

考
え
る
。
市
長
の
所
見
を
問

う
。

市
長
▼
助
産
所
は
、
女
性
が

地
域
で
産
み
育
て
る
に
当
た

り
有
効
な
サ
ポ
ー
ト
の
方
法

の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
異
常
産
で
は
な
く
、
正
常

産
を
基
本
に
し
て
い
る
助
産

所
は
、
産
科
医
や
病
院
と
の

連
携
・
協
力
が
あ
っ
て
、
初

め
て
成
り
立
つ
現
状
が
あ
り
、

仙
南
圏
域
全
体
で
の
周
産
期

医
療
の
在
り
方
の
検
討
と
一

体
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
助
産
所
が
で
き
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
か
ど
う
か
体
制
を
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
、

検
討
に
値
す
る
。

議
員
▼
助
産
所
の
実
践
先
進

地
を
調
査
し
て
、
前
向
き
に

進
め
て
い
く
価
値
は
大
き
い

と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見

を
問
う
。

市
長
▼
ほ
か
の
地
域
の
体
制

も
参
考
に
し
て
、
進
め
て
い

き
た
い
。
妊
産
婦
が
安
心
し

て
地
域
で
産
み
育
て
る
に
は
、

不
安
の
解
消
が
健
や
か
な
育

児
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
な
る

し
、
大
切
だ
と
思
う
。

学
校
図
書
館
の
運
用
状
況

に
つ
い
て

議
員
▼
読
売
新
聞
の
社
説
記

事
に
「
公
立
小
・
中
学
校
の

図
書
購
入
費
と
し
て
国
が
自

治
体
に
交
付
し
て
い
る
資
金

が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な

い
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

角
田
市
の
現
状
に
つ
い
て
問

う
。

市
長
▼
学
校
図
書
館
に
つ
い

て
は
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、

デ
ジ
タ
ル
図
書
な
ど
色
々
な

形
の
図
書
の
整
備
を
進
め
て
、

い
い
環
境
に
な
る
よ
う
に
努

め
て
い
る
。

議
員
▼
市
内
小
・
中
学
校
の

学
校
図
書
館
の
蔵
書
数
（
充

足
率
）
に
つ
い
て
、
教
育
長

に
問
う
。

教
育
長
▼
小
・
中
学
校
全
体

で
蔵
書
数
５
万
２
，
２
４
９

冊
、
充
足
率
80
・
63
％
で
あ

り
、
十
分
と
は
言
え
な
い
状

況
の
た
め
、
充
足
率
を
満
た

す
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
教
育
長
の
学
校
図
書

館
へ
の
思
い
を
問
う
。

教
育
長
▼
学
校
図
書
館
は
、

明
る
く
き
れ
い
で
、
わ
く
わ

く
す
る
場
所
で
あ
っ
て
欲
し

い
。
そ
の
点
、
図
書
館
支
援

員
や
担
当
教
諭
、
委
員
会
の

子
ど
も
た
ち
の
努
力
で
、
市

内
の
ど
の
学
校
も
き
れ
い
に

整
頓
さ
れ
、
本
の
配
置
な
ど

に
も
工
夫
を
施
し
、
知
的
で

魅
力
的
な
空
間
に
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

道
の
駅
か
く
だ
の
施
設
整
備

に
つ
い
て

議
員
▼
道
の
駅
か
く
だ
は
開

業
４
年
を
経
過
し
、
令
和
４

年
度
の
販
売
実
績
は
２
億
２
，

６
０
０
万
円
、
推
定
来
場
者

数
は
年
間
90
万
人
を
達
成
し

た
よ
う
だ
。
当
初
、
道
の
駅

か
く
だ
が
目
指
す
５
つ
の
基

本
的
な
役
割
は
、「
情
報
発

信
の
場
」「
市
民
が
集
い
交

流
す
る
場
」「
観
光
拠
点
の

場
」「
地
場
産
業
の
振
興
に

寄
与
す
る
場
（
農
業
、
町
な

か
の
商
店
街
と
の
連
携
）」

「
地
域
の
安
心
を
担
う
防
災

の
拠
点
と
な
る
場
」
と
あ
っ

た
が
、
具
体
的
に
ど
う
実
施

し
て
い
る
の
か
。

市
長
▼
「
情
報
発
信
の
場
」

は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し

た
地
域
情
報
を
提
供
し
、
外

部
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
各
種
情
報
誌
や
マ
ス

コ
ミ
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
。

　
「
市
民
が
集
い
交
流
す
る

場
」
は
、
直
売
所
に
お
け
る

出
荷
者
同
士
の
交
流
や
市
民

の
文
化
活
動
等
の
小
規
模
イ

ベ
ン
ト
を
数
多
く
実
施
し
、

市
内
外
の
交
流
が
で
き
る
環

境
を
提
供
し
て
い
る
。

　
「
観
光
拠
点
の
場
」
は
、

梅
ま
つ
り
や
ず
ん
だ
ま
つ
り

な
ど
地
域
の
特
産
品
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施

し
、
角
田
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
市
内
の
観
光
施
設

を
案
内
し
て
い
る
。

　
「
地
場
産
業
の
振
興
に
寄

与
す
る
場
」
は
、
地
元
食
材

を
活
用
し
た
惣
菜
や
弁
当
等

の
開
発
・
販
売
、
農
業
の
収

穫
体
験
や
商
店
街
と
連
携
し

た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　
「
地
域
の
安
心
を
担
う
防

災
の
拠
点
と
な
る
場
」
は
、

角
田
市
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、

災
害
時
の
活
用
に
備
え
て
適

切
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
▼
基
本
的
な
５
つ
の
役

割
を
達
成
す
る
に
は
、
現
在

の
施
設
の
ま
ま
で
で
き
る
の

か
。
出
荷
者
協
議
会
か
ら
は
、

売
り
場
面
積
な
ど
、
施
設
が

狭
す
ぎ
て
生
産
者
が
生
産
物

を
十
分
出
荷
で
き
な
い
、
車

椅
子
使
用
者
の
方
々
が
買
い

物
を
で
き
な
い
な
ど
の
苦
情

が
上
が
り
、
早
急
に
売
り
場

面
積
を
拡
張
し
て
も
ら
い
た

い
な
ど
の
要
望
書
が
出
て
い

る
。
今
後
の
計
画
も
含
め
て
、

市
長
の
考
え
を
問
う
。

市
長
▼
売
り
場
面
積
が
狭
い

状
況
は
認
識
を
し
て
い
る
。

要
望
書
が
実
際
に
提
出
さ
れ

て
い
る
の
で
前
向
き
に
検
討

し
、
で
き
れ
ば
、
来
年
に
向

け
て
、
改
修
内
容
・
方
法
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
で
あ

る
ま
ち
づ
く
り
角
田
、
出
荷

者
協
議
会
な
ど
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
生
産
規
模
、
事
業

規
模
に
見
合
う
内
容
を
見
極

め
て
進
め
た
い
。

　
そ
の
上
で
、
長
期
的
に
い

ろ
い
ろ
な
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
周
辺
整
備
に
つ
い

て
も
関
係
部
署
と
協
議
を
し

な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

戸
　
村
　
眞
喜
夫
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11人の議員が市政を問う
議
員
▼
自
治
体
の
財
政
状
況

を
判
断
す
る
指
標
の
一
つ
と

し
て
経
常
収
支
比
率
が
あ

る
。令
和
元
年
度
が
１
０
５・

２
％
、
２
年
度
が
98
・
８
％
、

３
年
度
が
90
・
７
％
、
４
年

度
が
99
・
７
％
で
あ
る
。
令

和
４
年
度
が
前
年
度
か
ら

９
％
も
上
昇
し
た
要
因
を
問

う
。

市
長
▼
収
入
の
面
で
は
、
普

通
交
付
税
が
約
２
億
９
，
０

０
０
万
円
の
減
、
臨
時
財
政

対
策
債
が
約
３
億
５
，
０
０

０
万
円
の
減
な
ど
に
よ
り
約

６
ポ
イ
ン
ト
分
上
昇
。
支
出

の
面
で
は
、
職
員
数
の
増
な

ど
に
伴
い
人
件
費
が
約
１
億

８
，
０
０
０
万
円
の
増
、
現

在
の
物
価
高
騰
な
ど
に
伴
う

物
件
費
が
約
１
億
６
，
０
０

０
万
円
の
増
な
ど
に
よ
り
、

約
３
ポ
イ
ン
ト
分
上
昇
。
こ

れ
ら
が
要
因
で
あ
る
。

議
員
▼
臨
時
財
政
対
策
債
が

減
額
に
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

財
政
課
長
▼
国
税
の
伸
び
に

よ
り
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
可
能
額
を
少
な
く
す
る

取
組
が
令
和
４
年
、
５
年
で

行
わ
れ
た
関
係
で
、
各
自
治

体
と
も
歳
入
予
算
の
減
額
に

至
っ
た
。

議
員
▼
普
通
交
付
税
が
減
額

に
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

市
長
▼
市
税
の
固
定
資
産
税

が
２
億
３
，
５
０
０
万
円
程

増
え
た
分
、
そ
の
同
額
程
度

減
ら
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

議
員
▼
令
和
５
年
度
以
降
、

ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
と
予

測
し
て
い
る
の
か
。

市
長
▼
予
算
規
模
に
よ
る
予

測
の
範
囲
と
な
る
が
、
令
和

５
年
度
か
ら
７
年
度
の
３
年

間
に
か
け
て
、
お
お
よ
そ
１

０
２
％
か
ら
１
０
３
％
台
で

推
移
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

議
員
▼
角
田
市
は
財
政
的
に

健
全
な
状
況
と
考
え
て
い
る

の
か
。

市
長
▼
経
常
収
支
比
率
だ
け

で
判
断
す
れ
ば
、
財
政
状
況

は
硬
直
化
し
て
い
る
と
言
え

る
が
、
そ
の
他
の
健
全
化
判

断
比
率
等
の
指
標
を
全
体
で

見
れ
ば
、
安
泰
と
ま
で
は
い

か
な
い
ま
で
も
、
現
在
は
危

機
的
状
況
で
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
物
価
高
騰
に
よ

る
経
済
状
況
・
複
雑
多
岐
に

及
ぶ
行
政
運
営
・
国
か
ら
地

方
へ
の
事
務
対
応
な
ど
先
行

き
の
不
透
明
さ
や
、
将
来
負

担
の
一
つ
で
あ
る
公
債
費
の

微
増
、
人
口
減
少
が
拍
車
を

か
け
て
、
税
収
減
も
起
き
る

こ
と
を
鑑
み
、
引
き
続
き
危

機
感
を
持
ち
、
財
政
状
況
・

経
済
状
況
を
注
視
し
、
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
。

　
そ
の
対
応
と
し
て
、
抜
本

的
な
事
務
事
業
や
使
用
料
・

手
数
料
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
官
民
連
携

の
推
進
な
ど
経
常
的
な
支
出

の
抑
制
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
。
一
方
、
現
在
堅
調
な
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
原
資

と
し
て
積
み
立
て
た
、
各
種

基
金
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
。

一 般 質 問
議
員
▼
令
和
６
年
度
以
降
の

「
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
の

年
度
別
需
給
水
量
に
関
す
る

覚
書
（
以
下
「
覚
書
」）」
に

つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
角
田
市
の
年
度
別
需

給
水
量
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

議
員
▼
覚
書
に
基
づ
く
水
道

用
水
供
給
料
金
の
改
定
に
つ

い
て
問
う
。

市
長
▼
県
か
ら
示
さ
れ
た
令

和
６
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で

の
需
給
に
係
る
料
金
単
価
は
、

今
年
度
と
比
較
し
、
税
抜
額

で
「
基
本
料
金
」
が
１
立
方

㍍
当
た
り
18
円
減
の
７
９
９

円
、「
使
用
料
金
」
が
１
立

方
㍍
当
た
り
１
円
減
の
41
円

で
あ
る
。

議
員
▼
供
給
料
金
改
定
の
算

定
の
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

上
下
水
道
事
業
所
長
▼
算
定

は
、「
基
本
料
金
」
と
「
使

用
料
金
」
の
二
部
制
で
、「
基

本
料
金
」
は
減
価
償
却
費
・

特
定
多
目
的
ダ
ム
法
に
規
定

す
る
負
担
金
・
市
町
村
交
付

金
で
、「
使
用
料
金
」
は
業

務
に
携
わ
る
職
員
の
給
与

費
・
施
設
の
修
繕
費
・
保
守

点
検
費
・
管
理
維
持
費
、
建

設
費
の
支
払
利
息
な
ど
が
あ

る
。

議
員
▼
供
給
料
金
の
値
下
げ

幅
が
小
さ
い
と
思
わ
れ
る
が
。

市
長
▼
協
議
会
で
協
議
し
た

結
果
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
る

と
考
え
る
。

議
員
▼
今
年
の
夏
場
の
対
策

と
し
て
、
枝
野
配
水
池
に
広

域
水
道
水
の
送
水
を
増
量
す

る
た
め
、
宮
城
県
公
営
企
業

管
理
者
あ
て
に
給
水
量
の
変

更
を
申
請
し
、
枝
野
・
藤
尾

両
地
域
へ
の
給
水
が
可
能
か

問
う
。

市
長
▼
広
域
水
道
か
ら
枝
野

配
水
池
へ
の
送
水
は
、
１
年

を
通
し
て
の
送
水
量
で
あ
る

１
時
間
あ
た
り
約
15
立
方
㍍

の
と
こ
ろ
、
猛
暑
に
よ
り
７

月
中
旬
か
ら
約
40
立
方
㍍
ま

で
増
量
し
て
い
る
が
、
７
月

26
日
か
ら
は
給
水
量
の
変
更

申
請
に
よ
り
水
道
水
の
供
給

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
８
月
４

日
か
ら
阿
武
隈
川
の
水
温
が

30
度
以
上
に
な
り
、
１
時
間

当
た
り
約
45
立
方
㍍
の
送
水

と
し
て
い
る
。

議
員
▼
水
道
水
の
お
い
し
い

水
は
、
水
温
15
度
と
い
わ
れ

て
い
る
。
現
在
、
１
時
間
当

た
り
約
45
立
方
㍍
と
の
こ
と

だ
が
、送
水
量
１
０
０
％（
１

０
０
立
方
㍍
弱
）
に
で
き
な

い
か
。

市
長
▼
来
年
度
以
降
に
向
け

て
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
「
阿
武
隈
急
行
線
利

用
促
進
協
議
会
」
の
再
開
を

要
望
し
て
い
る
が
、
進
捗
と

組
織
イ
メ
ー
ジ
を
問
う
。

市
長
▼
現
在
検
討
中
。
通
勤

や
通
学
の
利
用
者
も
含
め
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映

で
き
る
組
織
と
考
え
て
い
る
。

議
員
▼
角
田
高
校
で
は
生
徒

会
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

た
り
、
大
学
生
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
あ
ぶ
き
ゅ
う
応
援
団
」
を

発
足
し
た
り
等
、
市
民
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
。

市
長
▼
阿
武
隈
急
行
線
は
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
守

り
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

存
続
を
願
う
住
民
の
声
は
、

「
阿
武
隈
急
行
線
在
り
方
検

討
会
」（
＊
）
へ
も
し
っ
か

り
と
届
け
た
い
。

（
＊
）
経
営
難
の
阿
武
隈
急
行
線
の

今
後
を
話
し
合
う
有
識
者
会
議
、
令

和
５
年
３
月
発
足
で
約
２
年
間
。

議
員
▼
先
日
大
崎
市
に
調
査

に
伺
い
、
担
当
者
に
陸
羽
東

線
の
利
用
促
進
企
画
を
数
多

く
紹
介
い
た
だ
き
、
存
続
へ

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
た
。

市
長
▼
大
崎
市
の
陸
羽
東
線

の
取
組
は
、
大
変
参
考
に
な

る
。
沿
線
自
治
体
で
協
力
し

利
用
者
増
に
努
め
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
」

に
つ
い
て

議
員
▼
令
和
３
年
度
ふ
る
さ

と
納
税
額
が
29
億
１
，
２
３

６
万
７
，
５
０
０
円
で
、
県

内
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
の
を
機

に
、
市
民
の
関
心
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度

の
見
込
み
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
35
億
円
を
目
指
し
て

取
組
を
進
め
た
い
。

議
員
▼
現
時
点
で
積
み
立
て

た
基
金
額
を
問
う
。

市
長
▼
今
年
度
分
も
含
め
て
、

約
１
１
０
億
円
弱
の
寄
附
金

が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
42
億

１
，
０
０
０
万
円
を
基
金
に

積
み
立
て
て
い
る
。

議
員
▼
第
４
１
６
回
定
例
会

に
お
い
て
市
長
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
の
積
立
て
が
潤
沢
に

な
り
満
た
さ
れ
た
と
な
れ
ば
、

見
え
る
形
で
市
民
の
皆
様
の

納
得
す
る
形
で
使
っ
て
い

く
」
と
言
及
し
た
が
、
そ
の

時
期
は
い
つ
に
な
り
、
納
得

す
る
形
と
は
何
か
。

市
長
▼
今
年
度
中
に
「
ふ
る

さ
と
納
税
基
金
」（
仮
称
）

を
創
設
し
、
使
わ
な
く
て
は

い
け
な
い
部
分
か
ら
積
極
的

に
投
入
し
て
い
く
予
定
だ
。

寄
附
金
を
ど
の
よ
う
な
事
業

に
活
用
し
た
の
か
き
ち
ん
と

見
え
る
化
を
図
る
こ
と
が
、

市
民
、
ま
た
納
税
を
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
の
納
得
す
る

形
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
▼
高
校
生
が
項
目
の
一

つ
に
「
阿
武
隈
急
行
線
の
た

め
に
」
を
要
望
し
て
い
る
が
。

市
長
▼
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

議
員
▼
ふ
る
さ
と
納
税
が
止

ま
る
場
合
も
想
定
し
活
用
を

し
て
い
る
か
。

市
長
▼
恒
常
的
な
も
の
で
な

い
こ
と
は
常
に
頭
に
置
い
て

い
る
。
一
企
業
に
頼
る
だ
け

で
は
な
く
、
我
々
の
持
っ
て

い
る
資
源
（
農
業
・
工
業
・

商
業
）
の
返
礼
品
を
通
し
て

角
田
市
の
力
の
見
出
し
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
用
水
の
供
給
に

関
す
る
覚
書
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

日
　
下
　
七
　
郎

角
田
駅
周
辺
を
賑
わ
い
の
拠
点
に

議
員
▼
角
田
市
が
近
隣
市
町

と
比
べ
て
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
背
景
に
は
、「
希

望
す
る
仕
事
や
キ
ャ
リ
ア
を

形
成
で
き
る
職
種
が
少
な

い
」
な
ど
の
理
由
が
あ
げ
ら

れ
る
。
多
種
多
様
な
職
種
の

確
保
と
若
い
世
代
、
特
に
女

性
の
人
材
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
雇
用
環
境
を
整
え
る
た
め
、

市
と
市
内
企
業
に
よ
る
作
業

部
会
な
る
も
の
を
組
織
し
、

努
力
す
べ
き
だ
。

市
長
▼
環
境
を
整
備
す
る
た

め
の
情
報
収
集
・
意
見
交
換

は
、
既
存
の
誘
致
企
業
連
絡

会
議
が
あ
る
の
で
、
そ
の
よ

う
な
機
会
を
活
用
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
角
田
市
内
に
住
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
、
若
い
世

代
を
引
き
つ
け
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
だ
。「
楽

し
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
角
田
駅
周

辺
で
展
開
し
、
住
ん
で
み
た

い
と
思
え
る
ま
ち
に
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

市
長
▼
社
会
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
が
足
り
な
い
こ
と

は
認
識
し
て
お
り
、
頑
張
っ

て
い
く
。

議
員
▼
賑
わ
い
を
醸
し
出
す

た
め
に
、
角
田
駅
西
側
地
区

も
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
。

工
業
用
地
を
開
発
し
企
業
誘

致
を
進
め
る
と
と
も
に
宅
地

開
発
を
進
め
、
働
く
人
が
集

ま
り
多
く
の
市
民
が
暮
ら
す

場
所
に
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

市
長
▼
角
田
駅
西
地
区
の
開

発
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
土

地
利
用
の
見
直
し
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
企
業
誘
致
な
ど
の

新
た
な
展
開
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員
▼
角
田
駅
を
軸
と
し
た

丸
森
町
及
び
中
核
病
院
を
結

ぶ
バ
ス
路
線
の
公
共
交
通
も
、

高
齢
者
や
高
校
生
、
観
光
客

な
ど
の
利
便
性
を
高
め
、
駅

周
辺
の
賑
わ
い
の
一
助
に
な

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
▼
通
院
の
観
点
か
ら
み

れ
ば
、
現
在
、
中
核
病
院
ま

で
は
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成

を
実
施
し
て
い
る
。
高
校
生

や
観
光
客
に
は
阿
武
隈
急
行

線
を
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
▼
駅
周
辺
の
賑
わ
い
づ

く
り
も
、
阿
武
隈
急
行
線
が

存
続
し
な
い
の
で
は
意
味
を

な
さ
な
い
。
阿
武
隈
急
行
沿

線
自
治
体
で
策
定
し
た
「
阿

武
隈
急
行
線
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
」
で
示
す
目
標

①
阿
武
隈
急
行
線
と
バ
ス
交

通
等
の
一
体
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
②
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
③
生
活
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
し
て
の

場
の
提
供
は
、
私
の
意
見
と

合
致
し
て
お
り
、
速
や
か
に

実
行
で
き
る
体
制
を
組
む
べ

き
だ
。

市
長
▼
存
続
し
、
活
用
し
て

い
く
た
め
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

議
員
▼
人
口
流
出
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
た
め
、
多
様
な

仕
事
の
確
保
と
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
が
不
可
欠
だ
。

市
長
▼
そ
れ
ら
の
点
も
踏
ま

え
て
進
め
て
い
き
た
い
。

菊
　
地
　
利
　
衛

角
田
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

小
　
湊
　
　
　
毅

「
阿
武
隈
急
行
線
の
今
」
に

つ
い
て

菅
　
野
　
マ
　
ホ

角田市の年度別需給水量
年度 需給水量

令和５ １０，３００㎥ /日
令和６ １１，５００㎥ /日
令和７ １１，４００㎥ /日
令和８ １１，３００㎥ /日
令和９ １１，２００㎥ /日
令和10 １１，１００㎥ /日
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「
道
の
駅
か
く
だ
」
の
見
直

し
に
つ
い
て

湯
　
村
　
　
　
勇

議
員
▼
開
業
４
周
年
を
迎
え

た
「
道
の
駅
か
く
だ
」
は
Ｋ

ス
ポ
と
の
連
携
、
敷
地
内
の

ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
・
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
販
売
も
功
を
奏
し
、

経
営
状
況
が
令
和
３
年
度
よ

り
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
利
用
者
か
ら
「
売
場
面

積
が
狭
い
た
め
レ
ジ
付
近
が

混
雑
す
る
」「
通
路
が
狭
い
」

「
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
空
席
状

況
が
わ
か
り
に
く
い
」、
出

荷
者
か
ら
「
陳
列
場
所
が
狭

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

　
角
田
市
が
活
性
化
す
る
た

め
に
も
、
全
国
に
あ
る
道
の

駅
の
状
況
を
調
査
し
、
で
き

る
こ
と
か
ら
着
手
し
、
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

長
の
所
見
を
問
う
。

市
長
▼
順
調
な
売
上
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
営

業
を
継
続
し
な
が
ら
の
改

善
・
改
修
が
実
施
可
能
か
検

討
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者

で
あ
る
株
式
会
社
ま
ち
づ
く

り
角
田
や
出
荷
者
協
議
会
な

ど
と
協
議
を
し
、
い
た
だ
い

た
ご
意
見
や
他
の
道
の
駅
の

状
況
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

生
産
規
模
、
事
業
規
模
に
見

合
う
内
容
を
見
極
め
て
進
め

て
い
き
た
い
。

議
員
▼
「
県
道
側
入
り
口
の

拡
張
」「
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の

拡
張
」「
地
元
出
荷
者
の
陳

列
場
所
拡
張
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
を
問
う
。

市
長
▼
「
県
道
側
入
り
口
の

拡
張
」
は
、
造
成
時
に
公
安

委
員
会
等
の
許
可
を
得
て
い

る
た
め
、
す
ぐ
に
拡
張
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
現
在
の

利
用
状
況
を
見
定
め
て
検
討

し
て
い
く
。

　
「
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
拡
張
」

は
、
道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
が
問

題
点
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

現
状
の
面
積
で
対
応
で
き
る

工
夫
を
検
討
し
て
い
る
。

　
「
地
元
出
荷
者
の
陳
列
場

所
拡
張
」
は
、
市
内
の
生
産

者
か
ら
出
荷
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
が
狭
い
と
の
ご
意
見
を

伺
っ
て
い
る
の
で
、
陳
列
場

所
の
確
保
に
向
け
た
検
討
を

出
荷
者
協
議
会
と
と
も
に
進

め
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
全
天
候
型
「
遊
び

場
」
に
つ
い
て

議
員
▼
「
角
田
市
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
め
っ
こ
」
事

業
の
７
月
・
８
月
の
開
放
場

所
は
、
角
田
児
童
セ
ン
タ
ー

（
学
校
が
休
み
で
使
用
制
限

有
）・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
・
ウ
エ
ル

パ
ー
ク
の
４
会
場
で
あ
る
。

午
前
と
午
後
で
別
会
場
と
な

る
日
も
あ
り
、
利
用
者
の
利

便
性
が
悪
く
、
担
当
職
員
の

負
担
も
大
き
い
。
ま
た
、
子

育
て
中
の
方
よ
り
「
水
曜
日

の
午
後
、
土
曜
日
と
日
曜
日

も
開
放
し
て
ほ
し
い
」「
安

心
し
て
室
内
で
遊
べ
る
場
所

を
造
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
雨
や
雪
な
ど
の
悪
天
候

に
加
え
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中

症
対
策
も
大
き
な
課
題
で
あ

る
。

　
安
心
し
て
安
全
に
遊
べ
る

場
所
を
提
供
し
、
し
っ
か
り

と
し
た
子
育
て
支
援
が
で
き

る
よ
う
、
子
ど
も
の
全
天
候

型
「
遊
び
場
」
を
新
た
に
造

る
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
考

え
を
問
う
。

市
長
▼
利
用
者
の
利
便
性
は

御
指
摘
の
と
お
り
で
、
各
種

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
、

子
育
て
世
代
が
、
気
軽
に
相

談
や
交
流
で
き
る
場
所
、
天

候
を
気
に
せ
ず
遊
べ
る
場
所

を
望
ん
で
い
る
こ
と
も
把
握

し
て
い
る
。

　

今
後
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
機
能
の
強
化
と
し

て
、
子
育
て
相
談
員
を
拡
充

し
、
拠
点
施
設
を
常
時
開
放

す
る
ほ
か
、
児
童
セ
ン
タ
ー

の
本
来
機
能
で
あ
る
自
由
来

館
制
を
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態

に
戻
す
な
ど
、
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

そ
の
上
で
、
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
や
本
市
の
財
政
状
況

な
ど
も
踏
ま
え
て
、
子
ど
も

の
全
天
候
型
「
遊
び
場
」
の

設
置
も
検
討
し
た
い
。

議
員
▼
心
理
士
や
栄
養
士
を

配
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

も
あ
る
。
必
要
と
考
え
る
が
。

子
育
て
支
援
課
長
▼
別
事
業

の
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
で
、
栄
養
士
は
、

離
乳
食
指
導
の
育
児
相
談
で

活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
心

理
士
は
、
健
診
等
で
都
度
対

応
し
て
お
り
、
今
後
、
育
児

相
談
等
で
の
活
用
も
検
討
し

て
い
く
。

議
員
▼
土
曜
日
・
日
曜
日
の

開
放
は
、
お
父
さ
ん
が
子
育

て
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に

も
な
る
。
子
育
て
の
悩
み
・

相
談
・
情
報
共
有
に
も
つ
な

が
る
た
め
必
要
と
考
え
る
が
。

子
育
て
支
援
課
長
▼
来
年
度

は
、
土
曜
日
の
児
童
セ
ン

タ
ー
開
放
を
検
討
し
て
い
る
。

引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
や
周
知
活
動

を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に

子
育
て
ア
プ
リ
を
導
入
す
る

予
定
で
あ
り
、
更
な
る
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
▼
８
月
に
行
っ
た
角
田

地
区
９
行
政
区
合
同
の
異
常

気
象
災
害
対
応
訓
練
は
、「
自

ら
が
何
を
す
べ
き
な
の
か
」

を
考
え
、
防
災
や
減
災
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
環
境
や
住
民
構
成
に

は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
と
思
料

す
る
が
、
市
長
の
所
見
を
問

う
。

市
長
▼
各
行
政
区
な
ど
で
、

訓
練
結
果
に
基
づ
い
た
避
難

行
動
を
検
証
す
る
た
め
の
話

し
合
い
や
、
継
続
的
に
地
域

の
特
性
を
考
慮
し
た
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

防
災
意
識
が
高
ま
り
、
災
害

対
応
が
で
き
て
く
る
と
考
え

る
。

議
員
▼
想
定
さ
れ
る
避
難
行

動
と
、
現
実
に
迫
り
く
る
災

害
を
目
の
当
た
り
に
し
た
避

難
行
動
で
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
。
特
に
生
活
弱
者

ハ
ン
デ
が
あ
る
人
達
に
は
、

き
め
細
か
な
地
区
内
誘
導
が

肝
要
と
察
す
る
が
、
所
見
を

問
う
。

市
長
▼
要
配
慮
者
の
避
難
の

支
援
は
重
要
で
、
誰
が
ど
の

よ
う
に
支
援
を
し
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
避
難
す
る
の
か

を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
災
害
時
に
迅
速
か
つ
適

切
に
避
難
行
動
の
支
援
が
で

き
る
よ
う
、
本
人
の
同
意
が

あ
る
場
合
に
は
、
民
生
委
員

に
情
報
提
供
を
す
る
と
と
も

に
、
会
議
で
情
報
交
換
を
す

る
な
ど
、
避
難
の
支
援
体
制

づ
く
り
を
連
携
し
て
行
っ
て

い
る
。

議
員
▼
線
状
降
水
帯
や
集
中

豪
雨
な
ど
局
地
豪
雨
に
よ
る

災
害
リ
ス
ク
、
い
わ
ゆ
る
土

砂
災
害
、
内
水
の
水
位
上
昇

な
ど
に
対
す
る
対
策
と
避
難

体
制
な
ど
、
安
全
確
保
に
つ

い
て
、
市
長
の
所
見
を
問
う
。

市
長
▼
迅
速
な
情
報
収
集
と

対
策
指
示
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
市
民
に
は
防
災

マ
ッ
プ
（
土
砂
災
害
編
）
な

ど
の
活
用
を
周
知
し
、
自
主

防
災
組
織
内
で
は
、
核
と
な

る
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
き

た
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、
水
位

計
や
緊
急
排
水
ポ
ン
プ
の
設

置
な
ど
の
対
策
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

議
員
▼
土
砂
災
害
は
突
発
的

災
害
で
あ
り
、
各
地
区
で
よ

り
踏
み
込
ん
だ
訓
練
と
な
る

よ
う
に
強
く
希
望
し
、
さ
ら

な
る
指
導
と
誘
導
、
連
携
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を

問
う
。

市
長
▼
災
害
時
に
任
務
に
当

た
ら
れ
る
方
、
指
導
す
る
方
、

知
識
を
有
す
る
方
な
ど
が
防

災
意
識
を
高
め
る
存
在
と
な

る
こ
と
、
自
助
の
徹
底
の
た

め
に
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

活
用
し
、
個
人
や
家
庭
で
事

前
に
確
認
い
た
だ
く
こ
と
、

地
域
内
で
顔
の
見
え
る
関
係

を
築
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
計
画
づ

く
り
の
中
で
反
映
を
し
て
い

き
た
い
。

馬
　
場
　
道
　
晴

豪
雨
災
害
な
ど
自
然
災
害
に

対
す
る
備
え
に
つ
い
て

柄
　
目
　
孝
　
治

相
　
澤
　
邦
　
戸

「
角
田
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
イ

宣
言
」
後
の
市
の
施
策
に
つ
い
て

議
員
▼
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
検
討
委
員
会
の
①
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
、

②
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
総
合
戦
略
会
議
の
メ
ン

バ
ー
構
成
と
検
討
内
容
を
問

う
。

市
長
▼
①
は
関
係
部
署
職
員

13
人
で
構
成
し
、
基
礎
情
報

の
収
集
・
分
析
・
計
画
の
企

画
立
案
等
、
②
は
学
識
経
験

者
や
一
般
公
募
の
市
民
等
14

人
で
構
成
し
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
検
討
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
目
標
設
定
・
拡

充
に
向
け
た
検
討
等
を
行
う
。

議
員
▼
宣
言
後
の
活
動
を
市

民
に
ど
う
知
ら
せ
て
い
る
か
。

市
長
▼
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
児
童
向
け
の
環
境
学
習
会

の
開
催
、
事
業
所
訪
問
や
情

報
交
換
会
、
広
報
か
く
だ
へ

の
連
載
を
実
施
し
て
い
る
が
、

行
き
届
い
て
い
な
い
部
分
も

あ
る
。

議
員
▼
環
境
基
本
計
画
に
あ

る
地
球
環
境
活
動
団
体
の
育

成
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
既
存
の
団
体
の
意
識

を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

小
田
川
に
か
か
る
住
社
橋
、

沼
南
橋
に
つ
い
て
、
ま
た

そ
の
周
辺
の
道
路
、
堤
防

整
備
に
つ
い
て

議
員
▼
着
工
か
ら
住
社
橋
は

13
年
、
沼
南
橋
は
７
年
経
過

し
た
。
完
成
時
期
は
い
つ
か
。

市
長
▼
住
社
橋
は
令
和
６
年

度
内
、
沼
南
橋
は
令
和
７
年

度
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

議
員
▼
住
社
橋
か
ら
市
道
大

沼
野
田
前
線
（
台
山
西
側
道

路
）
の
終
点
部
に
つ
な
が
る

道
路
整
備
計
画
を
問
う
。

市
長
▼
今
年
度
に
事
業
説
明

会
を
行
っ
た
上
で
用
地
買
収

を
進
め
、
令
和
８
年
度
完
成

を
目
指
す
。
２
車
線
で
、２・

５
ｍ
の
歩
道
を
設
置
し
、
全

幅
９
・
５
ｍ
の
道
路
と
な
る
。

議
員
▼
道
路
建
設
予
定
地
は
、

小
田
川
が
越
水
し
、
市
内
に

水
が
流
入
し
た
が
大
丈
夫
か
。

都
市
整
備
課
長
▼
余
盛
り
工

法
で
田
面
部
か
ら
２
〜
３
ｍ

の
高
さ
に
し
、
二
線
堤
と
し

て
街
な
か
へ
の
水
の
流
入
を

止
め
る
整
備
計
画
で
あ
る
。

議
員
▼
市
道
町
田
野
田
前
線

終
点
部
か
ら
住
社
橋
ま
で
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
住
社
橋
か
ら
市
道
大

沼
野
田
前
線
の
整
備
完
了
後
、

継
続
し
て
整
備
を
進
め
た
い
。

議
員
▼
住
社
橋
付
近
か
ら
沼

南
橋
近
辺
の
堤
防
整
備
に
つ

い
て
問
う
。

市
長
▼
令
和
５
年
度
に
住
社

橋
上
流
左
岸
部
約
３
０
０
ｍ

の
区
間
で
築
堤
及
び
県
道
か

さ
上
げ
工
事
、
令
和
５
、
６

年
度
に
沼
南
橋
の
上
部
工
架

設
工
事
、
そ
の
後
両
岸
２
０

０
ｍ
の
築
堤
及
び
県
道
か
さ

上
げ
工
事
を
実
施
し
、
沼
南

橋
の
仮
設
橋
を
撤
去
し
、
令

和
７
年
度
完
成
予
定
で
あ
る
。

議
員
▼
沼
南
橋
の
さ
ら
に
上

流
の
築
堤
に
つ
い
て
問
う
。

都
市
整
備
課
長
▼
県
策
定
の

整
備
計
画
に
基
づ
く
区
間
は
、

県
道
の
地
蔵
堂
橋
ま
で
だ
が
、

現
在
、
阿
武
隈
急
行
線
の
線

路
ま
で
の
着
手
で
あ
る
。
残

り
の
区
間
の
整
備
を
進
め
て

も
ら
う
た
め
、
今
後
も
県
に

要
望
活
動
を
続
け
て
い
く
。

▶︎�

地
場
産
野
菜
な
ど
が
並
ぶ
直
売

所
は
、
土
日
非
常
に
混
み
合
う

（
平
日
夕
方
撮
影
）
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12月定例会の予定
会期
12月５日（火）～12月21日（木）

本会議の日程（午前10時開会）

12月５日 提案理由の説明

14日 質疑・自由討議

19日 討論・表決・一般質問

20日 一般質問

21日 最終日

※日程は変更になる場合があります。
※本会議はライブ配信を行います。

請願・陳情の提出期限は
11月28日（火）まで

編 集 後 記
　1980年 代 の 昭 和 の 音 楽「 シ
ティ・ポップ」の世界的ブームも
大きく影響して、ここ最近、20
～40代でアナログ（レコード）
が復活しており、ストリーミング
サービスから気に入った曲をレ
コードで購入することが流行って
いるようです。
　押入れや物置からレコードを引っ
張り出し、1970年代のPOPSを聴
くと、音に温かみがあり、非常に
風情がありました。やはりレコー
ドはいい。評判通りです。
　青春時代に夢中になった音楽を
レコードで聴きながら、若かりし
頃の思い出に浸ることもいいでは
ありませんか。さあ、今夜は、サ
ンタナでも聴いてみるか。
　議会だより編集会議

会長　戸村　眞喜夫

議 

会 

日 

誌

７
月

25
日　

�

第
４
２
２
回
定
例
会
招
集
告
示
・

会
派
代
表
者
会
議

27
日　
議
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

８
月

１
日　

�

本
会
議
（
第
１
日
）・
正
副
委
員

長
会
議
・
議
会
だ
よ
り
第
２
２
３

号
発
行

３
日　
議
会
運
営
委
員
会

９
日　

�

本
会
議
（
第
２
日
）・
決
算
審
査

特
別
委
員
会
（
第
１
日
）

10
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
第
２
日
）

17
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
第
３
日
）

18
日　

�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
第
４

日
）・
会
派
代
表
者
会
議

21
日　

�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
第
５

日
）・
議
会
運
営
委
員
会

22
日　
本
会
議（
第
３
日
）・
議
員
協
議
会

25
日　

�

本
会
議
（
第
４
日
）・
会
派
代
表

者
会
議
・
議
会
運
営
委
員
会

28
日　

�
本
会
議
（
第
５
日
）・
議
会
運
営

委
員
会
・
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

９
月

25
日　
第
４
２
３
回
臨
時
会
招
集
告
示

10
月

２
日　

�

正
副
議
長
選
挙
の
立
候
補
者
所
信

表
明
演
説
会・本
会
議（
第
１
日
）・

会
派
代
表
者
会
議
・
常
任
委
員
会

（
総
務
産
業
・
教
育
厚
生
建
設
）・

議
会
運
営
委
員
会

５
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

19
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

議会のギモン議会のギモン？？ 🆀  議
ぎ

席
せき

ってなに？

議会だより第223号（8月号）
アンケート結果

　８月号で興味を持った記事はあ
りましたか。（複数回答）
（モニター８名、うち回答者７名）

①質疑・討論� ２人
②議案審議結果� ４人
③一般質問（質問項目）� ３人
④一般質問（一般質問内容）� ３人
⑤行政視察報告� １人
⑥政務活動費収支報告� １人
⑦議会日誌� ０人
⑧�角田市議会議員のハラスメントの
　防止等に関する要綱� ２人
⑨興味を持った記事はなかった� １人

詳細は市議会のホームページをご覧く
ださい。

🅰　議員が議場で座る席のことです。市議会議員選挙後最初の会議（第423
回臨時会）では、新たな議会の体制を整えるため、議長と副議長を選出した
ほか、下図のとおり議席が決定しました。角田市議会では、議長は最終番（16
番）、副議長は１番としており、会派ごとになります。

議席には、議員の氏名と番号
が記された氏名標があり、出
席時に立てて（写真上）、離
席時に倒します（写真下）。

番
号  

議
員
名

番
号  

議
員
名

傍聴席・記者席（２階）

執行部席

議長席

演壇

６番
瀧口　聖人

５番
湯村　　勇

12番
武藤　広一

11番
菅野　マホ

発言席

10番
星　　隆悦

９番
齋藤　　強

16番
馬場　道晴

15番
柄目　孝治

４番
日下　七郎

３番
八島　定雄

８番
小湊　　毅

７番
戸村眞喜夫

14番
渡邊　　誠

13番
菊地　利衛

２番
齋藤　克敏

１番
堀田　孝一

執行部席

12かくだ市議会だより 224号

見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

印
刷
／
佐
藤
印
刷
株
式
会
社


